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＊ なぜ銀河団観測か？

＊ 現叔の৶卆と勬匑勷・次のステップ

＊ TAOへの期待＊ TAOへの期待



銀河団
現在の宇宙の銀河団は、すでに星形成活動を終えた

赤い楕円銀河やS0銀河（早期型銀河）に満ちている。

Coma cluster (z=0.024)



銀河の性質と環境の関係
形態ٕഡ২相関 （z=0） from SDSS galaxies  ( Goto et al. 2003 ) 

late-type
red, old,

low SF activity

ৈഡ২な୩ୠほन早期型銀河が匭く、 一般に星形成活動は弱い。
銀河団銀河団銀河団銀河団フィールドフィールドフィールドフィールド

early-typeblue,  young,

high SF activity  



z1ع 銀河の星形成活動と環境の関係
星形成活動と環境の関係は z=0 の傾向とは逆の傾向を示す。

z=1→0 でৈഡ২環境の星形成活動はแ৓に変化した？

z ～～～～ 1

Elbaz et al. (2007)

z ～～～～ 0

銀河密度銀河密度銀河密度銀河密度
高高高高低低低低



PPanoramicanoramic IImagingmaging andand SSpectroscopypectroscopy ofof
CCluster luster EEvolutionvolution withwith SSubaruubaru (PI : T.Kodama)(PI : T.Kodama)

~10 X-ray detected clusters at 0.4 < z < 1.45
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Spatial distribution of phot-z members (Δz =－0.05 ~+0.03)

遠方宇宙の大規模構造遠方宇宙の大規模構造

RXJ 0152.7-1357 (VRi’z’) CL 0016+16 (BVRi’z’)

z=0.83  (7Gyr ago)                                   z=0.55  (5.4Gyr ago)
Kodama et al. (2005)

Millenium Simulation
(Springel et al. 2005)

HST

HST



red

RXJ1716 銀河団銀河団銀河団銀河団 （（（（z=0.81）））） の例。の例。の例。の例。 ( Koyama et al. 2008 )

銀河団周辺部で銀河の性質が変化？
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赤い銀河が銀河団周辺の中間৓なഡ২環境で匲え卿めている。。。。
銀河群・フィラメント環境で銀河の星形成が止まる!？

med = outskirts / group / filament



次のステップ： 厰銀河の匵৶୤を匁卾に卍める

星形成厾

NBサーベイ
（Hα）
分光サーベイ

中間赤外サーベイ

TAO！

TAO！

SPICA

星質୤

形態

静止系近赤外撮像

広視野AO

TAO！

TAO！



Hαααα mapping of CL0024 Cluster (z=0.4)
Suprime-Cam + BRz’ and NB912 (FWHM=134Å=4000km/s)

NB912

Hα      

@ z=0.4

Kodama et al. (2004)

: Hαααα emitters

NB excess



星形成銀河の選択 (広視野NBサーベイの匏勷)

all

phot-z member

spec-z member

Phot-z of the Hα emittersColour selection of Hα emitters

Phot-z の限界を超えて、星形成銀河をコンプリートに選び出せる。
(Kodama et al. 2004)

Hαααα emitters

TAO ならほぼ redshift の卲れ৯なく z>2 までHα輝線サーベイをষえる。



Hαααα＋MIR mapping of RXJ1716 cluster (z=0.8)

J

NB119 z=0.81ののののHa輝線輝線輝線輝線

すばるすばるすばるすばる S-Cam (V, R, i’, z’) MOIRCS (J, NB119) あかりあかりあかりあかり IRC (3, 7, 15µµµµm )

AKARI FoV

ダストにඇもれた活動性をৄജऔない卋୏

MOIRCS

NB119 z=0.81ののののHa輝線輝線輝線輝線

MOIRCS FoV
（広視野必須！）（広視野必須！）（広視野必須！）（広視野必須！）

L15

AKARI



ダストにඇもれた活動性をৄജऔない卋୏
Hαααα＋MIR mapping of RXJ1716 cluster (z=0.8)

ダスティー銀河の存在も無視できない。SPICAとのコラボレーション
重要！
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広視野 AO のྟৡ
Image: Subaru optical / Contour: AKARI MIR

cluster 

centre

中間赤外で輝くような銀河はすべて合体/相互作用銀河なのか？
Koyama et al. (2008)

z~1 の銀河群レベルまで詳細に銀河の形態調査がしたい



z1.5ع 銀河団における星形成活動
XCS2215 （（（（X線最遠方銀河団線最遠方銀河団線最遠方銀河団線最遠方銀河団, z=1.46）の）の）の）の[OII] 輝線サーベイ。輝線サーベイ。輝線サーベイ。輝線サーベイ。

[OII] 輝線銀河が銀河団の中心近くにも多く存在輝線銀河が銀河団の中心近くにも多く存在輝線銀河が銀河団の中心近くにも多く存在輝線銀河が銀河団の中心近くにも多く存在

z’

NB912

(Hayashi et al. 2009)
[OII] emitter[OII] emitter



zz11ععー２ー２ は銀河団形成の重要な時期か？は銀河団形成の重要な時期か？
Hαααα emitters at z=0.81  (RXJ1716) [OII] emitters at z=1.46 (XCS2215)

●

Propagation of SF site? ( cluster core at z=1.5 ���� outskirts at z=0.8 ) 

Koyama et al. (2009) Hayashi et al. (2009)

□□□□□□□□ HHαα emitteremitter □□□□□□□□ [OII] emitter[OII] emitter

z > 1 銀河団も Hα輝線での調査が必須。



z=0.8

z=1.5
: passive red galaxy

: normal SF galaxy

: dusty starburst

z=0



まとめ： TAOへの期待 (z<2の銀河団研究)
Hα輝線に基づく 0.5 < z < 2.0 の大規模構造に沿った銀
河団・銀河群の星形成活動探査をしたい。

NBで銀河団とその周辺のHα輝線銀河を一網打尽にす
る。チューナブルフィルターがあれば断然パワフル。

・

・

広視野AOの๏ৡを存分に却って形態の勺化をৄたい。

ඛऔれた星形成活動をৄ叉とऔないৌ北 � SPICA 連携

・

・


